
 

No.12（ＧＢＣ） 
２０２５年３月２３日（第４主日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜巻頭言＞ 

御言葉による成長  
伊禮信義 

「聖書はすべて神の霊の導きの下に書
かれ、人を教え、戒め、誤りを正し、義
に導く訓練をするうえに有益です。こう
して、神に仕える人は、どのような良い
業をも行うことができるように十分に
整えられるのです。」 
（テモテへの手紙第二 3：16～17） 
この御言葉にあるように聖書に記さ

れている御言葉はすべてが偽りのない
「霊感された神の言葉」であり、読む私
たちを「教え」「戒め」「矯正し」「訓練」
をして下さいます。そして、その目的は
「良い業を行うため」「整えられるため」
であるとハッキリ記されています。もち
ろん、私たちは既に水準（行い）ではな
く、神の子としての身分（信仰）によっ
て救われており、ありのままでも神様に
とって「高価で尊い存在」であります。
しかし、毎週の祈祷課題にも掲げられて
いるように神様が「救い」に与かった私
たちに期待されている事は、「信仰の成
長」です。   
イエス・キリストを証しする使命を託

された私たち一人一人の信仰を成長さ
せて頂けなければ「リバイバル」も「神
の国の拡大、回復」もただの絵空事にな
りかねません。ですから聖書の御言葉
は、私たちが成長するのに日々欠かすこ
とができない食事と同じ「命の源」なの
です。胡屋教会のみなさんは大丈夫だと
思いますが日曜日にしか聖書を開かな
い、週一回の食事だけでは間違いなく栄
養失調になります。 
もうすぐ四月で新年度が始まります

五月の GW には胡屋教会の早天聖書箇所
も創世記に戻ります。水曜日の落穂、夜
の祈祷会は ZOOM でも参加可能です。御
言葉を味わう機会は神様の祝福のよう
に溢れています。心を新たにして、神様
によって日々、造り変えられている事を
実感しながらこれからの信仰生活も、聖
書の御言葉と共に歩んで行きたいと思
わされます。アーメン 

第一礼拝次第  
ﾒｯｾｰｼﾞ:伊禮信義先生  
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前   奏 
   

頌 栄 ５４０ 会 衆 

主の祈り  会 衆 

プレイズ 「つながっていよう｣ 会 衆 

 ｢いつも喜んでいよう」  

聖書朗読 申命記 8 章 1～10 節 司 会 

 （旧約聖書ｐ294）  

祈 祷  司 会 

賛 美     ７３            会 衆        

メッセージ ｢ 良い地に導く主 ｣ 牧 師 

祈 祷   牧 師 

賛 美   第二讃美歌１９２ 会 衆 

献 金  

  

報 告 司 会 

頌 栄 新生６７２b          会 衆  

祝 祷  郭      牧 師 

 

♪ ～ ♪ ～ ♪ ～ ♪ ～ ♪ ～ ♪ ～ ♪ ～ 

第二礼拝次第 
ﾒｯｾｰｼﾞ：ｱﾄﾞﾘｱﾝ・ｱﾙｾ師 

司会：ｴｾﾞｷｴﾙ･ｱﾙｾ兄 奏楽：郭永東牧師 

ﾌﾟﾚｲｽﾞ:「Majesty マジェスティ-」 

「Give thanks 大いなる方に」              

「In his time 御手の中で」 

「Amazing Grace アメイジンググレイス」 

 

♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～     

ファミリｰ礼拝 
聖 書：サムエル記上 18：1～16  

ﾒｯｾｰｼﾞ：「ダビデとヨナタン」 

   


